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▼
ひ
な
ま
つ
り
会
場

�

最
寄
り
の
バ
ス
停

・�

期
間
中
の
平
日
お
よ
び
２
月
４

日
（
土
）、
５
日
（
日
）、
11
日

（
土
）、
12
日
（
日
）

「
下
宿
」
バ
ス
停
（
会
場
中
心
前
）

・
交
通
規
制
日

「
真
壁
庁
舎
」
バ
ス
停
（
会
場
中

心
地
ま
で
徒
歩
約
10
分
）

■
問
合
先
／
仁に

へ
い平

（
☎
０
９

０-

５
８
０
１-

６
０
９
０
）

■
会
場
／
山
水
荘
（
友
部
１

０
２
４
）

●
駐
車
場

・
高
上
町
駐
車
場
（
有
料
）

・
旧
真
壁
小
学
校
（
無
料
）

・�

真
壁
庁
舎
（
無
料
）�

�

※�

真
壁
庁
舎
は
、
土
、
日
・
祝

日
の
み

●
交
通
規
制

　
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
の
開

催
に
あ
た
り
、
期
間
中
混
雑
の
予

想
さ
れ
る
日
時
に
、
会
場
と
な
る

真
壁
市
街
地
の
車
両
通
行
止
め
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
18
日
（
土
）、
19

日
（
日
）、
23
日
（
木
・
祝
）、
25

日
（
土
）、
26
日
（
日
）
10
時
30

分
～
15
時
30
分

●
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
の
運
行

　

桜
川
市
バ
ス
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ

Ｏ
」
は
、
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
も

毎
日
運
行
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
交
通
規
制
日
は
「
上

宿
」「
下
宿
」「
真
壁
高
校
」
に
は

停
車
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（「
真
壁
城
跡
」
と
「
真
壁

庁
舎
」
間
を
、
県
道
７
号
線
を
経

由
し
て
運
行
し
ま
す
。）

●
２
月
８
日
（
水
）
～
28
日
（
火
）

・
茨
城
県
神
社
庁
写
真
展

�

（
旧
真
壁
郵
便
局
２
階
）

・
真
壁
藍
保
存
会
作
品
展

�

（
真
壁
伝
承
館
市
民
ロ
ビ
ー
）

・�

人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座�

�

ひ
な
ま
つ
り
公
演

�

（
真
壁
伝
承
館
ま
か
べ
ホ
ー
ル
）

●
３
月
３
日
（
金
）
11
時
～

・
和
の
風
流
し
雛
（
山
口
川
）

※�

参
加
希
望
者
は
10
時
30
分
ま
で

に
神
武
天
皇
遥
拝
殿
（
真
壁
伝

承
館
隣
り
）
に
集
合

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
11
時

～
12
時

・
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

（
オ
カ
リ
ナ
と
サ
ッ
ク
ス
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
）

羽
黒
の

�
ひ
な
ま
つ
り

たいらや●
県道７号線

県
道
41
号
線

元魚キ商店●

交通規制区間

●割烹
うおくら

●

高
久
家

旧真壁
郵便局●

高上町
駐車場

真壁伝承館
真壁
高校

旧真壁小学校

真壁庁舎

真壁
城跡

●
川島ストア

●

商工会
真壁事務所

●常陽銀行

●
村井醸造

サカヨリ洋品店
●

●P

●P

●P

下宿バス停

真壁庁舎
バス停

■問合先■問合先／／真壁のひなまつり実行委員会事務局
� （商工観光課�☎０２９６-５５-１１５９直通）

真壁のひなまつり真壁のひなまつり

「
寒
い
中
、
真
壁
に
来
て
く
れ
る
人
を
も
て
な
そ
う
」

「
寒
い
中
、
真
壁
に
来
て
く
れ
る
人
を
も
て
な
そ
う
」

そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
か
ら
始
ま
っ
た
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
か
ら
始
ま
っ
た
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

お
ひ
な
さ
ま
を
通
し
て
、

お
ひ
な
さ
ま
を
通
し
て
、

和
の
文
化
・
和
む
心
・
人
の
和
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

和
の
文
化
・
和
む
心
・
人
の
和
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

そ
の
思
い
に
「
和
の
風
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

そ
の
思
い
に
「
和
の
風
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

当
初
当
初
2121
軒
だ
っ
た
参
加
者
は
今
で
は
１
６
０
軒
を
超
え

軒
だ
っ
た
参
加
者
は
今
で
は
１
６
０
軒
を
超
え

期
間
中
、
約
８
万
人
が
訪
れ
る
催
し
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
約
８
万
人
が
訪
れ
る
催
し
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

１
０
２
棟
も
の
登
録
有
形
文
化
財
を
有
す
る

１
０
２
棟
も
の
登
録
有
形
文
化
財
を
有
す
る

歴
史
あ
る
真
壁
の
町
並
み

歴
史
あ
る
真
壁
の
町
並
み

古
い
建
物
と
お
ひ
な
さ
ま
が
調
和
す
る

古
い
建
物
と
お
ひ
な
さ
ま
が
調
和
す
る

こ
の
町
な
ら
で
は
の
ひ
な
ま
つ
り
で
す
。

こ
の
町
な
ら
で
は
の
ひ
な
ま
つ
り
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
か
ら
続
く
お
ひ
な
さ
ま
が

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
か
ら
続
く
お
ひ
な
さ
ま
が

静
か
に
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

静
か
に
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

そ
ん
な
心
和
む
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
。

そ
ん
な
心
和
む
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
。

「
和
の
風
」
の
物
語
を
、
こ
れ
か
ら
も
つ
む
い
で
い
き
ま
す
。

「
和
の
風
」
の
物
語
を
、
こ
れ
か
ら
も
つ
む
い
で
い
き
ま
す
。

～～和の風第十九章和の風第十九章～～

開催期間 ２月４日（土）～３月３日（金）

※「真壁のひなまつり」は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により中止となる場合があります。

3 年ぶりに
開催

●開催期間／２月４日（土）～３月3日（金）

●藤永製菓桜井店 (真壁町桜井地区）

●金丸化粧品店（真壁町真壁地区）

●山水荘（友部地区）

●川島書店 (真壁町真壁地区）

交
通
情
報

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

●
２
月
17
日
（
金
）
～

�

３
月
３
日
（
金
）

●
２
月
19
日
（
日
）�

11
時
～�

�

13
時
30
分
～

✿ CONTENTS

02 ひなまつり特集
04 はたちの集い式典
05 市のインフラの未来を考える

桜川改修要望活動／桜川市消
防団出初式

06 会計年度任用職員募集
07 まちの話題
08 叙勲受章
09 青少年の主張大会／県民駅伝

競走大会
10 健康ガイド
12 情報ひろば
15 文芸さくらがわ
16 桜川消防署が令和 6年に新築

移転／年長さんご紹介

【人口】 37,428��人 （ー104）
【 男 】 18,562 人 （ー 47）
【 女 】 18,866 人 （ー 57）
【世帯】 13,517 世帯（ー 33）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和５年１月１日現在

✿ 表　紙

ハタチ。
晴れやかな門出

※写真撮影時のみ、マスクを外して撮影しています。※写真撮影時のみ、マスクを外して撮影しています。

　１月８日、大和ふれあいセン
ター「シトラス」ではたちの集
い式典が開催され、参加した新
成人の皆さんを撮影しました。
　久しぶりの友人との再会と新
たな門出を祝い、笑顔があふれ
ていました。
　新成人の皆さんおめでとうご
ざいます。

ハタチ。晴れやかな門出

✿ 桜川市の人口と世帯
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事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com
ISO・Pマーク認証取得までお手伝いします

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

■問合先  秘書広報課■問合先  秘書広報課 58-5111・75-3111 内線126858-5111・75-3111 内線1268

■サイズ　1枠 45mm×85mm、2枠 45mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000円、2枠 20,000円
（月額） ※連続掲載で割引制度があります。

有料広告

募集中！
有料広告

募集中！Sakuragawa
さくらがわ public relations
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大和・桃山・桜川中学校区のはたちの集い実行委員会の皆さん大和・桃山・桜川中学校区のはたちの集い実行委員会の皆さん

岩瀬東・岩瀬西中学校区のはたちの集い実行委員会の皆さん岩瀬東・岩瀬西中学校区のはたちの集い実行委員会の皆さん
※写真撮影時のみ、マスクを外して撮影しています。

１月８日　はたちの集い式典　開催
　

今
年
も
、
午
前
と
午
後
の
二
部

　

今
年
も
、
午
前
と
午
後
の
二
部

制
に
し
、
入
場
者
を
制
限
す
る
な

制
に
し
、
入
場
者
を
制
限
す
る
な

ど
、
徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ど
、
徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら

ル
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
４
０
９
名
が

　

今
年
は
、
４
０
９
名
が
2020
歳
を
歳
を

迎
え
、
当
日
は
、
二
部
合
わ
せ
て

迎
え
、
当
日
は
、
二
部
合
わ
せ
て  

３
１
０
名
が
来
場
し
、
華
や
か
な

３
１
０
名
が
来
場
し
、
華
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
式
典
が
行
わ
れ

雰
囲
気
の
な
か
で
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
塚
市
長
が
「
目

　

式
典
で
は
、
大
塚
市
長
が
「
目

標
を
持
ち
、
考
え
行
動
す
る
こ
と

標
を
持
ち
、
考
え
行
動
す
る
こ
と

で
み
な
さ
ん
が
明
る
い
未
来
へ
突

で
み
な
さ
ん
が
明
る
い
未
来
へ
突

き
進
む
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た

き
進
む
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
主
張
で
は
、
各
中
学

　

新
成
人
の
主
張
で
は
、
各
中
学

校
区
の
代
表
が
、
家
族
へ
の
感
謝

校
区
の
代
表
が
、
家
族
へ
の
感
謝

や
桜
川
市
へ
の
思
い
、
こ
れ
か
ら

や
桜
川
市
へ
の
思
い
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

の
抱
負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
は
た
ち
の
集
い
実
行
委

　

ま
た
、
は
た
ち
の
集
い
実
行
委

員
会
の

員
会
の
鈴鈴す

ず
う
ち

す
ず
う
ち内内

健健け
ん
や

け
ん
や哉哉

委
員
長
、

委
員
長
、
鈴鈴す

ず
き

す
ず
き木木

良良ら
も
ん

ら
も
ん門門

委
員
長
が
新
成
人
を
代
表

委
員
長
が
新
成
人
を
代
表

し
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

し
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、鈴
内
委
員
長
は「
自

　

そ
の
中
で
、鈴
内
委
員
長
は「
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
目
標

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
目
標

に
向
け
て
一
歩
一
歩
歩
ん
で
い
き

に
向
け
て
一
歩
一
歩
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
鈴
木
委
員
長
は

た
い
」
と
述
べ
、
鈴
木
委
員
長
は

「
己
の
長
短
を
認
め
ら
れ
る
よ
う

「
己
の
長
短
を
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
人
を
救
え

な
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
人
を
救
え

る
立
場
の
人
間
に
な
り
た
い
」
と

る
立
場
の
人
間
に
な
り
た
い
」
と

力
強
い
言
葉
で
決
意
を
表
明
し
ま

力
強
い
言
葉
で
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

し
た
。
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現
在
、
全
国
で
道
路
や
橋
梁
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
加
速

し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
道
路
や

橋
梁
を
定
期
的
に
修
繕
し
て
い
ま

す
が
、
計
画
的
な
予
防
保
全
を
行

う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
新
た
な

技
術
を
採
用
し
、
市
内
を
走
行
す

る
車
両
か
ら
収
集
し
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
用
い
た
道
路
の
調
査
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
市
職
員

に
よ
る
橋
梁
の
点
検
な
ど
、
先
進

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
に
は
、
市
内
で
維
持

管
理
の
効
率
化
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
土
交
通
省
社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員
会
に

よ
る
現
地
視
察
お
よ
び
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
の
代
表
で
あ
る
家い

え
だ田

仁ひ
と
し

委
員
長
は
、
視
察
終
了
後
の

会
見
で
「
自
治
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
実
情
を
知
り
、
人
口
減
・
職

員
減
の
中
、
試
行
錯
誤
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２
日
に
は
、
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で
開
催

さ
れ
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す

る
自
治
体
職
員
の
意
見
交
換
会
に

市
職
員
が
参
加
し
、
市
の
先
進
的

な
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
現
状
お
よ
び
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
、

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
強
化
し
安
全
安
心
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
桜
川
市
消
防
団
出

初
式
が
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
開
催
さ

れ
、
市
消
防
団
、
消
防
署
な
ど
関

係
者
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
大
塚
市
長
の
式
辞

の
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年

に
わ
た
り
献
身
的
な
活
動
を
行
っ

た
消
防
団
員
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金か

ね
こ子
隆た

か
ひ
こ彦
消
防
団
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
今
年
一
年
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
桜
川
流
域
自
治

体
（
桜
川
市
、
筑
西
市
、
土
浦

市
、
つ
く
ば
市
）
で
構
成
さ
れ

る
、桜
川
改
修
期
成
同
盟
会
が
、

県
選
出
国
会
議
員
と
と
も
に
国

土
交
通
省
お
よ
び
財
務
省
を
訪

れ
、
桜
川
改
修
を
直
接
訴
え
ま

し
た
。

　

市
を
縦
断
す
る
桜
川
は
、
継

続
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
未
だ
護
岸
未
整
備
区

間
が
あ
り
、
台
風
被
害
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
未
整
備
区
間
の

整
備
を
進
め
、
流
下
能
力
の
向

上
な
ど
水
害
対
策
の
強
化
・
促

進
を
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

古
ふるかわ

川康
やすし

国土交通大臣政務官（中央左）に
要望書を手渡す大塚市長

視察を行う委員会の皆さん

道路状況調査の新技術

一斉に行われた放水試験市民を守る決意新たに

�

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

車載通信機を搭載した車両
写真：�ひび割れや穴による

段差を捉えた例

桜
川
の
水
害
対
策
強
化
を

�

国
へ
直
接
要
望

市
の
イ
ン
フ
ラ
の
未
来
を
考
え
る

地
域
の
安
全
を
守
る

桜
川
市
消
防
団

�

出
初
式
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　市では、令和５年度に勤務する会計年度任用職員（一般職の非常勤職員）を募集しています。
興味のある方は、市ホームページの募集案内をご覧のうえ、ぜひご応募ください。
●申込方法
　受験申込書、資格が証明できる書類の写し（資格が必要な職種のみ）を２月１７日（金）（必着）
までに職員課（大和庁舎）へ持参、または郵送してください。
※受験申込書は市ホームページからダウンロードまたは職員課（大和庁舎）に用意しています。

●募集職種
担当課 職種名 配　属　先

（主な勤務場所）
採用予定
人員

職員課

事務職員 真壁庁舎
総合窓口課 4名

事務職員 岩瀬庁舎
総合窓口課 2名

事務職員
（障がい者雇用） 本庁

または
出先機関

3名

事務職員
（育休代替） 2名程度

総務課 事務職員 総務課 2名
税務課 事務職員 税務課 2名

ヤマザクラ課 事務職員 ヤマザクラ課 2名

地域開発課
事務職員 地域開発課 1名

公園等管理業務 大和駅北公園 2名
市民課 事務職員 市民課 3名
国保年金課 事務職員 国保年金課 ２名

生活環境課
放射線量測定補助員 放射能検査室

（大和中央公民館内） 1名

消費生活相談員 消費生活センター
（生活環境課内） 2名

社会福祉課
事務職員

社会福祉課
1名

看護師 1名

児童福祉課
学童クラブ支援員 市内学童クラブ 25名程度
学童クラブ支援
補助員 市内学童クラブ 20名程度

やまと認定
こども園

保育教諭
（フルタイム）

やまと認定こども園

2名

保育教諭
（パートタイム） 2名

発達支援員 2名

� ■問合先／職員課（☎ 58 -５１１１・75 -３１１１代表）

市役所で働いてみませんか？

桜川市 会計年度任用職員募集

▼詳しくは
コチラ

担当課 職種名 配　属　先
（主な勤務場所）

採用予定
人員

健康推進課 看護師 健康推進課 1名

高齢福祉課

社会福祉士 地域包括
支援センター

（高齢福祉課内）

1名
主任介護支援専門員 １名
介護支援専門員 2名

介護保険課 介護認定調査員 介護保険課 1名
農林課 事務職員 農林課 2名

商工観光課
事務職員 商工観光課 1名
やすらぎの里
施設管理業務

上野沼やすらぎの里
キャンプ場 3名

会計課 事務職員 会計課 2名
学校教育課 学校用務員

市内小・中・
義務教育学校

11名

教育指導課
教育補助員 30名程度

学校図書館協力員 2名

生涯学習課

公民館管理業務 農村環境改善センター
大和中央公民館
真壁伝承館

4名

公民館夜間管理業務 6名

図書館司書
真壁伝承館

1名
事務職員 2名

スポーツ
振興課

体育館管理業務 岩瀬体育館（ラスカ）
真壁体育館 6名

体育館夜間管理業務 真壁体育館 2名
公園等管理業務 総合運動公園 2名

温水プール管理業務 岩瀬温水プール
（サンパル） ９名

文化財課
発掘調査員

真壁城跡
1名

発掘作業員 20名程度



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護
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11月25日

　

第
5
回
全
日
本
社
会
人
Ｏ‐50

（
50
歳
以
上
の
部
）バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
が
水
戸
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
中な

か
の野

正ま
さ
あ
き昭
さ
ん
と
小こ

ば
や
し林
良よ

し
ひ
さ久
さ
ん
が
茨
城

県
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
、
出
場
し

た
茨
城
県
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
チ
ー
ム

が
見
事
、
全
国
第
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
「
何
歳
に
な
っ
て
も

挑
戦
し
続
け
る
姿
を
、
子
ど
も
た
ち

に
身
を
も
っ
て
示
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
潮う

し
お
だ田
新し

ん
せ
い正
会
長
）
に
よ
る
薬
物

乱
用
防
止
教
室
が
桃
山
学
園
8
年

生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
同

教
室
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

体
育
館
に
集
合
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
一
度
で
も
手
を

出
す
と
取
返
し
が
つ
か
な
く
な
る

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
、
最
後
ま
で
真
剣
な
眼
差
し
で

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

で
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
員
と
一
般

参
加
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
雨
引

小
学
校
か
ら
雨
引
山
楽
法
寺
ま
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾

い
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
60
名
が
地
域
の
た

め
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
蛯え

び
は
ら原
正ま

さ
よ
し善
会
長
は

「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

桜
川
市
交
通
安
全
母
の
会

（
小お

が
わ川

よ
し
子こ

会
長
）
が
、
秋
季

善
行
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

善
行
表
彰
と
は
、
日
本
善
行
会

が
、
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の

実
践
を
通
じ
て
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
個
人
や
団
体
に
表
彰
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
会
は
、
長
年
に
わ
た
る
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
へ
の
交
通
事
故

防
止
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

11月27日

11月26日、27日

12月7日

桜
川
市
交
通
安
全
母
の
会
が�

�

秋
季
善
行
表
彰
を
受
賞

桃
山
学
園
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

市
内
の
選
手
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ー
パ
ー�

シ
ニ
ア
全
国
大
会
で
第
３
位
入
賞

桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
員
が�

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

歩道脇のゴミを拾う参加者

表彰を受けた
（左から）三

さえぐさ

枝副会長、小川会長、越
え ち ご や

後屋副会長

薬物の恐ろしさを学ぶ生徒たち

見事なプレーで入賞した小林さん（左）と中野さん（右）
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◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　
田た

や
ま山

　
寿と

し
や
す康

さ
ん

　
　
元 

茨
城
県
警 

警
部
補

 

（
72
歳
・
富
士
見
台
地
区
）

　

田
山
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
４
月

に
県
警
察
学
校
に
入
学
後
、
結
城

警
察
署
、
下
館
警
察
署
、
つ
く
ば

北
警
察
署
、
筑
西
警
察
署
、
笠
間

警
察
署
な
ど
を
経
て
、
平
成
22
年

３
月
の
退
職
ま
で
、
地
域
の
安
全

安
心
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
よ
う
な
栄
誉

を
受
け
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
警
察
関
係
者
並
び

に
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支

援
、
家
族
の
支
え
の
賜

た
ま
も
のと

心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　
開か

い
た田

　
正ま

さ
お夫
さ
ん

　
　
元 

東
日
本
旅
客
鉄
道
宇
都
宮
運
転
所
長

 

（
75
歳
・
真
壁
町
下
谷
貝
地
区
）

　

開
田
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
４
月

に
日
本
国
有
鉄
道
水
戸
機
関
区
に

入
所
以
来
、
東
京
地
域
本
社
、
宇

都
宮
運
転
所
、大
宮
工
場
、大
井
工

場
な
ど
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
退
職
す
る

ま
で
鉄
道
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

業
務
管
理
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
鉄
道
開
業
１
５
０

周
年
記
念
と
い
う
節
目
の
年
に
、

栄
え
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
黄お

う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

　
岩い

わ
ぶ
ち渕

　
久ひ

さ
ゆ
き之

さ
ん

　
　
岩
渕
産
業
代
表

 
（
61
歳
・
大
国
玉
地
区
）

◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　
沼ぬ

ま
ぐ
ち口

　
守も

り
お男
さ
ん

　
　
元  

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ケ
浦
校 

準
陸
尉

 

（
71
歳
・
真
壁
町
羽
鳥
地
区
）

　

岩
渕
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら

石
彫
工
と
し
て
、
石
灯
籠
を
は
じ

め
石
工
品
の
製
作
を
手
掛
け
、
茨

城
県
真
壁
石
工
技
能
士
会
会
長
な

ど
を
歴
任
。
ま
た
、
令
和
３
年
に

現
代
の
名
工
に
選
出
さ
れ
、
真
壁

石
の
知
名
度
向
上
と
石
材
業
界
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

先
輩
方
や
仲
間
達
の
ご
指
導
の

賜た
ま
も
のと
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
後
進
の
育
成
や
地
場
産
業
の

発
展
に
務
め
て
参
り
ま
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

沼
口
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
３
月

に
陸
上
自
衛
隊
へ
入
隊
後
、
真
駒

内
、
木
更
津
、
霞
ケ
浦
、
十
条
な

ど
で
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
17
年

12
月
に
航
空
学
校
霞
ケ
浦
校
に
て

準
陸
尉
で
退
官
さ
れ
、
約
35
年
間

の
在
職
中
、
自
衛
隊
員
と
し
て
国

防
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

自
衛
隊
関
係
者
並
び
に
多
く
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
そ
し
て
家
族
の

理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
秋
の
褒
章
が
内
閣
府
か
ら
発
表

　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
秋
の
褒
章
が
内
閣
府
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
の
受
章

叙
勲
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



新卒・キャリア社員募集中
【問い合わせ】

〒309-1297　茨城県桜川市高森1158
TEL：0296-58-5161
FAX：0296-58-5722

2024卒の方は、マイナビ2024から▶

キャリア採用ご希望の方は、
お電話またはホームページより▶

「ばね」と「鉄道」の技術で、未来へ進む
Pushing Forward toward the Future with Our Spring and Rail Technologies
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タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
。

�

桜
川
市
駅
伝
チ
ー
ム
が
快
走

　

12
月
10
日
、
令
和
４
年
度
第
39

回
茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会
、
市

町
村
対
抗
の
部（
６
区
間
約
18
㎞
）

が
、
笠
松
運
動
公
園
（
ひ
た
ち
な

か
市
）で
開
催
さ
れ
、桜
川
市
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
参
加
者
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
茨
城
県
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
、
競
技
力
の
向
上
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
町
村
対
抗
の
部
に
は
、
15
市
町

村
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
監
督
、
選

手
が
一
丸
と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋

ぎ
完
走
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
青
少
年
育
成
桜
川

市
民
会
議
主
催
の
「
第
17
回
桜
川

市
青
少
年
の
主
張
大
会
」
が
、
大

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ

ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
２
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
動
画

審
査
な
ど
で
の
開
催
で
し
た
が
、

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
会
場
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
中
学
校
・
義

務
教
育
学
校
を
代
表
し
て
生
徒
７

名
が
参
加
し
、
近
年
、
世
界
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
い
内

容
で
あ
る
食
糧
問
題
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
、
部
活

動
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
込
め
た
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各区間を走り抜けた選手とチームの皆さん各区間を走り抜けた選手とチームの皆さん

伝
え
た
い
、
そ
の
思
い
。

�
「
青
少
年
の
主
張
大
会
」受賞者と関係者の皆さん受賞者と関係者の皆さん

　

ま
た
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会

の
中
で
直
面
し
て
い
る
新
た
な
課

題
に
目
を
向
け
、
調
べ
た
こ
と
を

も
と
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
主

張
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
主
張
大
会
　
受
賞
者

市
長
賞

　

田た
さ
き﨑 

咲さ

り

な
里
那（
桃
山
学
園
８
年
）

教
育
長
賞

　

仙せ
ん
ば波 

永と

わ羽
（
桃
山
学
園
８
年
）

会
長
賞

　

柳や
な
ぎ
だ田 

し
ず
く
（
桜
川
中
２
年
）

優
秀
賞

　

市い
ち
つ
か塚 

優ゆ
う
か花
（
岩
瀬
東
中
２
年
）

　

高た
か
は
し橋 

美み

わ羽
（
岩
瀬
西
中
２
年
）

　

田た
ぐ
ち口 

優ゆ
う
し
ん心
（
大
和
中
２
年
）

　

中な
か
む
ら村 

杏あ
ん
な奈

（
岩
瀬
東
中
２
年
）

市長賞を受賞した田﨑さんの発表市長賞を受賞した田﨑さんの発表
「あなたを変える言葉」「あなたを変える言葉」

桜
川
市
チ
ー
ム

桜
川
市
チ
ー
ム

��

監
督
・
選
手
紹
介

監
督
・
選
手
紹
介

��

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

●
監
督

　

蛯え
び
は
ら原　

正ま
さ
よ
し善

●
選
手

　

橋は
し
も
と本 

朋と
も
や弥 （

桃
山
学
園
）

　

櫻さ
く
ら
い井 

和か
ず
ゆ
き幸 （
岩
瀬
東
中
）

　

中な
か
む
ら村 

杏あ
ん
な奈 （
岩
瀬
東
中
）

　

谷や
な
か中 

璃り

さ咲 （
岩
瀬
西
中
）

　

宇う
つ
か塚 

愛あ
い

（
大
和
中
）

　

中な
か
た田 

奈な

お緒 （
岩
瀬
西
中
）

　

海え
び
は
ら

老
原 

颯さ
つ
き輝

　
　
　
（
下
館
工
業
高
校
）

　

浦う
ら
た田 

侑ゆ

か夏 

　
　
　
（
下
館
第
二
高
校
）

　

石い
し
か
わ川 

喜よ
し
ひ
ろ大 

　
　
　
（
桜
川
市
陸
上
ク
ラ
ブ
）

　

市い
ち
の
つ
か

野
塚 

昇し
ょ
う
じ治 

　
　
　
（
桜
川
市
陸
上
ク
ラ
ブ
）
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月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

1011 さくらがわ　2023.2.1 さくらがわ　2023.2.1

３

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
助
産
師
や

管
理
栄
養
士
が
、
個
別
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※�

１
人
30
分
程
度

・ 

日
時
①
／
３
月
２
日
（
木
）�

10
時
～
11
時
30
分

・ 

日
時
②
／
３
月
17
日
（
金
）�

10
時
～
11
時
30
分

・
会
場

◇�

乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
）

◇�

乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 

日
時
／
３
月
７
日
（
火
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
さ
く
ら
っ
こ
助
産
師
な
ん
で
も

相
談

　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、
母
乳

育
児
や
子
育
て
に
つ
い
て
、
個
別

で
助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・ 

時
間
／
平
日
９
時
30
分
～
17
時

※�

訪
問
な
ど
で
不
在
の
場
合
あ
り

・ 

会
場
／
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
っ
こ
」（
岩

瀬
庁
舎
内
）

・ 

相
談
方
法
／
①
会
場
面
談
②
電

話
相
談
③
訪
問
相
談

・ 

対
象
／
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

妊
婦
、
ま
た
は
１
歳
未
満
の
乳

児
の
保
護
者

休
日
診
療
日
程
変
更

・�

２
月
19
日
（
日
）　

な
か
は
ら

整
形
外
科
医
院

・�

２
月
23
日
（
木
）　

大
和
ク
リ

ニ
ッ
ク

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
、
自
然
、

物
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
育

ち
ま
す
。
大
人
の
行
動
を
ま
ね
し

た
ご
っ
こ
遊
び
や
お
手
伝
い
な
ど

も
心
身
の
発
達
を
促
し
ま
す
。
親

子
が
同
じ
も
の
に
向
き
合
っ
て
行

う
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
親
子

が
共
に
過
ご
す
大
切
な
時
間
で

す
。

　

ま
た
、
散
歩
や
外
遊
び
な
ど
で

親
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
は
、
子

ど
も
の
体
力
や
運
動
能
力
、
そ
し

て
五
感
や
共
感
力
を
育
み
ま
す
。

特
に
親
子
で
同
じ
も
の
を
見
て
、

自
分
の
気
持
ち
に
共
感
し
て
も
ら

う
と
い
う
体
験
は
自
己
肯
定
感
を

育
て
、
心
の
発
達
の
基
礎
に
な
り

ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
時
間
を

親
子
の
会
話
や
体
験
を
共
有
す
る

時
間
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
に�

話
し
か
け
ま
し
ょ
う

　

授
乳
中
は
テ
レ
ビ
な
ど
を
消

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
赤

ち
ゃ
ん
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
と
目
と
目
を
合
わ
せ
語

り
か
け
る
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
の
安

心
感
と
親
子
の
愛
着
が
育
ま
れ
ま

す
。
言
葉
が
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん

に
も
積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と

が
、
言
葉
の
発
達
に
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
期
は
視
力
が
発

達
す
る
重
要
な
時
期
で
す
。
特
に

小
さ
な
画
面
を
見
る
時
間
が
長
い

と
視
力
の
発
達
を
妨
げ
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ

ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
使
用

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

遊
び
の
中
で
育
つ
も
の

　

自
分
の
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

メ
デ
ィ
ア
の
使
用
に
つ
い
て

・�

２
歳
ま
で
は
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の
視
聴
を
控
え
ま
し
ょ

う
。

・�

メ
デ
ィ
ア
（
ス
マ
ホ
・
テ
レ
ビ
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
の
使
用
は
１

日
２
時
間
ま
で
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

・�

親
子
で
上
手
に
使
用
す
る
ル
ー

ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
も
気
を
つ
け
よ
う

　

ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
と
、
自
分

で
は
周
り
が
あ
る
程
度
見
え
て
い

る
と
思
っ
て
い
て
も
、
視
野
が
狭

く
な
っ
て
い
ま
す
。家
の
中
で
も
、

外
で
も
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
の

子
育
て
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
す

こ
と
に
な
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
時
は
ス
マ

ホ
の
使
用
を
控
え
、
子
ど
も
の
安

全
に
気
配
り
し
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
マ
マ
カ
フェ
を
開
催

　

12
月
15
日
に
「
プ
レ
マ
マ
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
プ

レ
マ
マ
カ
フ
ェ
」
は
、
妊
娠
中
の

方
が
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
マ

タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
つ

い
て
気
軽
に
お
話
が
で
き
る
場
で

す
。

　

当
日
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

妊
婦
さ
ん
同
士
が
意
見
交
換
を
行

い
、
助
産
師
か
ら
出
産
に
向
け
て

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
出
産
に
対
し
て
の
お
互
い

の
思
い
や
体
の
変
化
に
つ
い
て
話

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
マ
マ
カ

フ
ェ
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

３
月
５
日
（
日
）
上
の
原
病
院

上
野
原
地
新
田
１
５
９‐２

☎
０
２
９
６‐75‐３
１
３
０（
休
日

専
用
）

３
月
12
日
（
日
）
内
科
宮
本
医
院

真
壁
町
古
城
２
２
９‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
１
０
１

３
月
19
日
（
日
）
平
島
医
院

岩
瀬
１
９
８

☎
０
２
９
６‐75‐２
５
１
０

３
月
21
日
（
火
）
田
崎
内
科
医
院

真
壁
町
田
２
６
８‐６

☎
０
２
９
６‐55‐２
５
１
１

３
月
26
日
（
日
）
阿
部
田
医
院

真
壁
町
亀
熊
１
２
３‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
３
０
５

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
は
、
対
象
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

５
歳
児
健
康
相
談

３
月
７
日
（
火
）
平
成
30
年
３
月
１
日
～
４
月
１
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
～
６
か
月
児
育
児
相
談

３
月
８
日
（
水
）
令
和
４
年
10
月
～
11
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

３
月
16
日
（
木
）
令
和
４
年
２
月
～
３
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ープレママカフェ in KABACAFE

ス
マ
ホ
ス
マ
ホ
にに
子
守
り
を
さ
せ
な
い
で

子
守
り
を
さ
せ
な
い
で

�

～
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～
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お
知
ら
せ

岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」�

�
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
が
完
了

　

岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」ア
リ
ー

ナ
の
照
明
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
（toto

）
の
助
成
を
受
け

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
競
技
ス

ペ
ー
ス
が
明
る
く
な
り
、
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
内 

☎

０
２
９
６‐75‐６
６
０
０
）

●

●

●

●

●

令
和
５
年
度
浄
化
槽
設
置
費

補
助
金
仮
申
し
込
み

　

生
活
排
水
に
よ
る
桜
川
の
水
質

３
７
２
番
地
）

■
問
合
先
／
筑
西
市
都
市
整
備
課

（
☎
０
２
９
６‐20‐１
１
７
８
）

●

●

●

●

●

筑
波
山
梅
ま
つ
り
開
催
に
伴

う
車
両
通
行
止
め

　

筑
波
山
梅
ま
つ
り
の
開
催
期
間

中
は
、
林
道
沼
田
新
田
酒
寄
線
の

一
部
区
間
が
車
両
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
18
日
（
土
）
～
３

月
19
日
（
日
）
９
時
～
16
時

■
車
両
通
行
止
め
区
間

つくば市

桜川市

林道沼田新田酒寄線

つくし湖

薬王院

Ｎ

筑波山梅林

筑波スカイボウル

■
問
合
先
／
つ
く
ば
市 

観
光
推

進
課
（
☎
０
２
９‐８
８
３‐

１
１
１
１
）

汚
染
防
止
の
た
め
、
高
度
処
理
型

浄
化
槽
設
置
に
か
か
る
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
仮
申
込
受
付
期
間
／
３
月
１
日

（
水
）
～
24
日
（
金
）
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分

■
対
象
／
公
共
下
水
道
区
域
外
、

ま
た
は
農
業
集
落
排
水
区
域
外

で
、
令
和
６
年
２
月
28
日
ま
で
に

設
置
工
事
を
施
工
・
完
了
さ
れ
る

方■
抽
選
会
／
４
月
８
日
（
土
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
活
環
境

課
（
☎
58‐
５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
公
園

の
変
更
（
素
案
）
説
明
会

　

下
館
・
結
城
都
市
計
画
公
園
県

西
総
合
公
園
の
変
更
を
行
う
に
あ

た
り
、
作
成
し
た
都
市
計
画
の
素

案
の
内
容
な
ど
を
広
く
市
民
の
皆

様
へ
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

①
２
月
16
日
（
木
）
19
時
～
20
時

②
２
月
19
日
（
日
）
10
時
～
11
時

■
場
所
／
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
ア
ル
テ
リ
オ
（
筑
西
市
丙

健
康
福
祉

介
護
マ
ー
ク
の
配
布

　

介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
外
出
時
に
身
に
付
け
る
「
介

護
マ
ー
ク
」
を
無
料
で
配
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
認
知
症

や
障
が
い
の
あ
る
方
の
介
護
を
し

て
い
る
方

■
配
布
場
所
／
高
齢
福
祉
課
（
岩

瀬
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

※
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
持
参

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直

通
）

●

●

●

●

●

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド

　

県
で
は
、
高
齢
者
が
協
賛
店
舗

で
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

料
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
加
算
な
ど

の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
へ
の
配
付

　

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド
を
受

け
取
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
住

所
地
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

※
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
持
参

協
賛
店
舗
の
募
集

　

協
賛
店
舗
は
、
こ
れ
ま
で
約

４，
０
０
０
店
舗
が
登
録
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の

皆
様
に
様
々
な
優
待
サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か

「
高
齢
者
に
優
し
い
お
店
・
施
設
」

と
し
て
日
常
的
な
声
か
け
な
ど
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
高
齢
者
を
支
え
合
う
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
ぜ
ひ
協
賛
店
舗

へ
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

・ 

配
付
に
つ
い
て
／
高
齢
福
祉
課

（
☎
０
２
９
６‐73‐４
５
１
１

直
通
）

・ 

協
賛
店
舗
へ
の
登
録
に
つ
い
て

／
茨
城
県
長
寿
福
祉
課
（
☎

０
２
９‐３
０
１‐３
３
２
６
）

税

自
動
車
は
県
内
の
ナ
ン
バ
ー

に
　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
県
の

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
居
な
ど
で
茨
城
県
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、住
民
登
録
と
あ
わ
せ
て
、

所
有
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い
て
県

内
の
ナ
ン
バ
ー
（
水
戸
・
土
浦
・

つ
く
ば
）
に
変
更
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

・ 

登
録
に
つ
い
て
／
土
浦
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
（
☎
０
５
０

‐５
５
４
０‐２
０
１
８
）

・ 

自
動
車
税
に
つ
い
て
／
茨
城
県

筑
西
県
税
事
務
所
（
☎

０
２
９
６‐24‐９
１
９
０
）

無
料
相
談

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

借
金
や
相
続
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
相
談

会
で
は
、
司
法
書
士
が
相
談
に
応

じ
、
解
決
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
事
前
予
約
制

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
４
日
（
土
）
９
時

～
15
時

■
会
場
／
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
定
員
／
５
名
程
度
（
先
着
順
）

■
問
合
せ
・
予
約
先
／
桜
川
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６

‐75‐６
３
０
０
）

●

●

●

●

●

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
に
よ
る
第
６
回
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
13
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時
（
13
時
受
付
開
始
）

■
会
場
／
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世

帯
・
そ
の
他
世
帯
分
）
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
。
申
請
期
限
は
、

２
月
28
日
（
火
）
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
児
童
福
祉

課
（
☎
０
２
９
６‐
75‐

３
１
５
６
直
通
）

ひとり親世帯分ひとり親以外の
子育て世帯分

国 茨城県独自国 茨城県独自

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ 

大
切
な
お
知
ら
せ
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市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

14さくらがわ　2023.2.1

●

●

●

●

●

納
期
限
／
２
月
28
日（
火
）

固
定
資
産
税�

４
期

国
民
健
康
保
険
税�

８
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

８
期

介
護
保
険
料�

６
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

２
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
13
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

桜
川
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画（
案
）

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速

な
進
展
に
よ
り
、
様
々
な
分
野
で

生
活
や
暮
ら
し
の
利
便
性
が
向
上

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
に

お
い
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
業
務
効
率
化
の
推
進
を
す
る

上
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、「
桜
川
市
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
意
見
募
集
期
限
／
２
月
27
日

（
月
）
必
着

■
公
表
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
企
画
課
（
大
和
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
・
封
書
な

ど
に
「
桜
川
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
書
き
、

住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称
、
連
絡

先
を
明
記
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
付
、
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

・�

郵
送
／
〒
３
０
９‐１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３ 

桜
川

市 

市
長
公
室 

企
画
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６‐
58‐

５
０
８
２

・�

持
参
先
／
企
画
課（
大
和
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁

舎
）

・�
電
子
メ
ー
ル
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
経
営
強
化
プ
ラ
ン（
案
）

　

総
務
省
が
令
和
４
年
３
月
に
策

定
し
た
「
持
続
可
能
な
地
域
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公

立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
５
か
年
を

計
画
期
間
と
す
る
「
さ
く
ら
が
わ

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
強
化
プ

ラ
ン
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
限
／
３
月
３
日

（
金
）
必
着

■
公
表
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真

壁
庁
舎
）

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
・
封
書
な

ど
に
「
さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
経
営
強
化
プ
ラ
ン（
案
）に

対
す
る
意
見
」と
書
き
、住
所
、氏

名
ま
た
は
名
称
、
連
絡
先
を
明
記

し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
、
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・�

郵
送
／
〒
３
０
９‐１
２
９
２ 

桜
川
市
岩
瀬
64‐２ 

桜
川
市 

保
健
福
祉
部 

健
康
推
進
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６‐
75‐

４
６
９
０

・�

持
参
先
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

・�

電
子
メ
ー
ル
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

共
通
事
項

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所

を
有
す
る
方

■
そ
の
他
／
口
頭
・
電
話
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
件
の
計
画
・
プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

�

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト



令和5年

月 (日）日

15 さくらがわ　2023.2.1

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

家
族
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
繰
り
返
し
嘆

く
老
い
あ
り
冷
た
き
秋
の
日

�
広
沢�
日
出
子

天
か
ら
の
恵
み
を
受
け
て
葉
が
茂
り
秋
い
っ

せ
い
に
咲
く
彼
岸
花

�

児
玉�

廣
子

指
の
間
に
生
る
る
紫し

え
ん煙

の
さ
き
の
空
見
つ
つ

こ
こ
ろ
は
自
在
に
あ
そ
ぶ

�

瀧
井�

幸
子

汚
い
も
き
れ
い
も
あ
る
か
爆
弾
に�

誰
に
も

た
っ
た
一
つ
の
命
だ

�

鈴
木�

英
雄

散
歩
み
ち
ぴ
ょ
ー
ん
と
イ
ナ
ゴ
が
足
元
へ

「
生
き
て
い
ま
す
ね
お
互
い
わ
れ
ら
」

�

久
保�

悦
子

馬
頭
琴
の
音
色
さ
び
し
く
モ
ン
ゴ
ル
の
馬
の

話
の
読
み
聞
か
せ
す
る

�

大
関�

登
志
子

発
破
音
響
き
い
し
辺
り
の
山
々
は
紅
葉
の
奥

に
静
か
に
眠
る

�

雨
谷�

友
子

な
に
げ
な
く
声
か
け
く
る
る
駅
員
に
墓
参
に

来
た
る
心
や
す
ら
ぐ

�

古
賀�

澄

ひ
つ
じ
田
に
五
歳
の
吾
子
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
し
た
る
日
な
つ
か
し
今
日
の
青
空

�

大
久
保�

富
美
江

「
も
っ
て
の
ほ
か
」
は
も
っ
て
の
ほ
か
に
美

味
し
く
て
嫁
も
孫
ら
も
喜
び
て
食
す

�

渡
辺�

し
な
子

今
を
盛
り
と
香
気
た
だ
よ
う
大
菊
は
冠
の
ご

と
き
黄
金
か
か
げ
て

�

泉�

三
郎

確
か
め
て
ひ
と
足
ご
と
に
踏
み
し
め
る
老
い

の
歩
み
は
た
ど
た
ど
と
し
て

�

川
崎�

邦
子

堀
り
あ
げ
し
里
芋
一
家
は
親
子
、
孫
、
孫
子
、

孫
孫
つ
ら
な
り
て
お
り

�

瀧
田�
勇

「
ま
た
女
か
」
次
女
を
生
み
た
る
秋
の
日
に

姑
が
言
い
た
る
ひ
と
こ
と
忘
れ
ず

�

浜
野
和�

操

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
こ
と
か
わ
た
し
か
「
可
愛
い

い
」
と
言
わ
れ
し
夏
の
更
紗
模
様
は

�

小
林�

美
瑳
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

陛
下
誕
生
節
分
迎
え
齢
を
重
ね
て
増
す
権
威

�

山
も
み
じ

春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
け
れ
ど
外
は
筑
波

の
空
の
風

�

花
野�

し
ぐ
れ

二
十
五
年
で
人
生
区
切
る
私
も
と
う
と
う
冬

に
入
る

�

み
ー
ち
ゃ
ん

雪
踏
む
音
ま
で
聞
こ
え
る
こ
た
つ
夫
婦
も
無

口
な
齢
に
な
る

�

稲
葉�

建
正

夢
と
希
望
の
青
春
時
代
美
酒
を
酌
み
つ
つ
偲

ぶ
春

�

田�

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

白
菜
の
確
か
な
重
さ
夫
の
作

�

長
堀�

芳
江

お
供
え
に
密
柑
乗
れ
ず
に
脇
に
座
す

�

長
堀�

勉

風
の
中
紅
梅
咲
き
し
春
そ
こ
に

�

友
常�

小
蝶
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し
か
っ
た
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観
劇
会

観
劇
会

　

こ
の
日
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
。
劇
の
内
容
を
何
度
も

読
み
「
ど
ん
な
こ
と
が
お

こ
る
の
か
な
」
と
想
像
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

劇
が
始
ま
る
と
室
内
中

に
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

笑
顔
と
元
気
な
笑
い
声
が

溢
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
僕
ら
の
お
う

ち
」
を
観
て
、
友
達
を
大

切
に
し
、
仲
良
く
過
ご
す

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
く
じ
ら
組
の
お
と
も
だ

ち
で
し
た
。

星星のの宮幼保園宮幼保園
くじらくじら組組

幼保連携型幼保連携型
認定認定こどもこども園園

　

12
月
28
日
、
鍬
田
地
区
に
新
築

移
転
さ
れ
る
桜
川
消
防
署
の
新
庁

舎
の
起
工
式
が
建
設
予
定
地
で
あ

る
県
西
総
合
病
院
跡
地
（
鍬
田
地

区
）
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
の
桜
川
消
防
署

（
西
桜
川
地
区
）
と
大
和
分
署
（
羽

田
地
区
）
を
統
合
し
、
県
西
総
合

病
院
跡
地
に
新
築
移
転
す
る
も
の

で
、
令
和
６
年
の
夏
に
完
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
地
上
２
階
建
て
の

庁
舎
棟
、
地
上
４
階
建
て
の
訓
練

棟
、
住
宅
火
災
を
再
現
で
き
る
移

動
式
訓
練
施
設
な
ど
が
新
設
さ

れ
、
防
災
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

桜川消防署新庁舎完成イメージ桜川消防署新庁舎完成イメージ

起工式で鍬入れをする起工式で鍬入れをする
大塚市長（左）と内田昭彦消防長（右）大塚市長（左）と内田昭彦消防長（右）

　

起
工
式
に
は
、
筑
西
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
を
構
成
す
る
筑
西

市
、
結
城
市
、
桜
川
市
の
各
市
長

や
関
係
者
が
出
席
。
建
設
予
定
地

で
あ
る
桜
川
市
の
大
塚
市
長
と
筑

西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
の
内う

ち
た田
昭あ

き
ひ
こ彦
消
防
長
が
、
鍬く

わ

入
れ
を
行
い
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
災
害
応
急
対
策
拠

点
と
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
災

害
に
強
い
新
庁
舎
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

桜
川
消
防
署
が
新
築
移
転

�

令
和
６
年
に
完
成
予
定
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